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製品班 企画書 

 

1.目的 

「おいしい」を多くの消費者に届けるため、団体及びラオス産コーヒーの認知度向

上と、その良さをより多くの消費者に実感してもらう。 

 

 

2.目標 

（1）イベント販売に向けて、製品・備品の徹底管理を行う。 

（2）コーヒーに関する正しい知識を身に付け、それらを消費者に伝えることができる

ようにする。 

（3）製品の品質向上に向けたミル及びシーラーを使用しての販売を行う。 

（4）昨年度は１店舗であった委託先を増やし、委託販売事業を拡大することで、大学

周辺地域での認知度を高める。 

（5）製品を定期的に購入してくださる固定客を獲得する。 

 

3.目標達成のための方法 

  目標達成のために、製品班として取り組むことは以下の５つである。 

（1）製品・備品の管理 

   備品の紛失や忘れ物を防ぐため、イベント前後にチェックリストを作成する。

一つひとつチェックすることで徹底した管理を行う。またイベントごとに備品の

残量を確認し、少なくなっていた場合には会計班に備品の購入を要請すること

で、次回イベントで足りなくなるという事態になることを防ぐ。 

さらに、イベントの際に使用したサロンは、製品班メンバーが交代で持ち帰

り、洗濯・アイロン掛けをし、次回の会議の際に責任者が回収する。 

（2）知識の学習・理解 

    コーヒーやピーベリー、フェアトレードに関する正しい知識を持ち、それらを

消費者に説明することができるようにする。またメンバー自らでコーヒーをより

美味しく丁寧に淹れられるよう、ハンドドリップの技術を班活動の時間等を使っ

て身に付ける。 

（3）ミルとシーラーを使用した製品作成 

   製品の豆挽きから袋詰めをすべて自分たちで行うことで、コーヒーの鮮度が向

上する。またドリンク販売の際にも、挽きたてのコーヒーを提供でき、さらには

製品が目の前でパッケージされる安心感も提供することが可能になる。 

そして、流通サービスに委託していた袋詰め作業を自分たちで行う事で、袋詰

め代およそ１００円/１袋を削減する。しかし人手が必要になり、製品の提供まで
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の時間が長くなる恐れがあるため、販売数の多いイベントでは、前日に袋詰め作

業を行うなどして対応する。 

（4）営業活動 

   委託先への営業販売を行う。毎月各店舗の担当者が製品を届ける。また決算も委

託先を訪問して行う。昨年度から引き続きの委託先に加え、今年度は新規委託店舗

の目標を 2店舗とする。白山近辺の喫茶店や洋菓子店を中心に、委託依頼の電話を

した上で、興味を持って頂けた店舗に直接伺い、団体や活動、製品などの説明をす

る。 

（5）顧客リストの作成 

   これは新たな取り組みとして行うものとする。製品を購入してくださる顧客をリ

スト化することにより、それぞれの消費者がどんな方であるのか明確にすることが

できる。そして、我々が顧客を理解することで、互いの関係性を構築し、製品をよ

り定期的に販売しやすくなると考える。 

また通信販売を行う上で情報管理としても使用する。しかし、これは個人情報の

徹底した管理が必要となるため、パスワード入力を設定し厳重に使用する。 

 

4.スケジュール 

今年度のスケジュールは、以下の通りである。 

５月 コーヒーに関する知識・技術の習得 

 営業販売候補場所の調査 

６月 株式会社流通サービス訪問 

 委託販売営業準備 

7 月 
委託販売開始 

キックオフイベントでの出店・販売 

ドリップセミナー 

８月 合宿(出し物としてドリップセミナーを行う) 

９月～11月 各イベントでの出店・販売 

12 月 販売終了（予定） 

 

5.昨年度までの資料 

 団体製品情報 

 味、焙煎度合い、品種(ピーベリー)、パッケージデザインなどを最重視し、(株)流通

サービスの援助の下、団体１期メンバーが追求、話し合いを重ねた上で製品化。 

（1）コンセプト 

「上質」＝害虫や環境変化に弱いため、栽培が難しいとされるものの、香りが豊かで、
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上品な味わいである品種アラビカ種ティピカを起用し、希少なピーベリーを100％使用。 

「鮮度」＝製品は全て販売する直前に国内で焙煎処理を施し、焙煎から１ヵ月以内              

の新鮮でプレミアムなコーヒーをお客様に楽しんでいただく、ということを第一に考え

る。 

（2）製品名 

「チャンパコーヒー」＝「チャンパ」はラオス語で国花であるプルメリアを指し、「気

品、上質」という花言葉を持つ。団体の製品コンセプトに合致するため起用した。 

 

 製品内容 

 ２種類の焙煎度合いにより、味の楽しみ方に広がりをもたらす。 

中煎り＝爽やかな酸味を持ち、花のような香りが広がる 

深煎り＝重厚なコクと濃厚な苦みがあり、力強い味わい 

 

焙煎豆（中・深煎り） 200ｇ ¥800 

焙煎豆（中・深煎り） 100ｇ ¥500 

挽き豆（中・深煎り） 200ｇ ¥800 

挽き豆（中・深煎り） 100ｇ ¥500 

委託用焙煎豆（中・深煎り） 100ｇ \450 

通販用焙煎豆（中・深煎り） 200ｇ \1,000 

通販用挽き豆（中・深煎り） 200ｇ \1,000 

ハンドドリップコーヒー（ホット） ¥200 

ハンドドリップコーヒー（アイス） ¥300 
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イベント班 企画書 

1.目的 

(1)我々の団体の存在を認識してもらい、活動に少しでも興味を持ってもらうために、 

   定 期的に各地でイベントを行う。 

(2)フェアトレードやラオス、活動の意義や目的についてお客様の多方面からの興味を 

  引き出し、エフラオのコーヒーを購入してもらう。 

(3)コーヒーとの関わりが薄いと予測される学生中心に、コーヒーのおいしさを知って 

   もらう。 

(4)イベントで得た利益を活動資金や支援品の購入に充て、その運営を担う。 

 

2.目標 

(1)周知させる対象として、まず学内から学生中心に学科のプロジェクトで活動している 

  ことを知ってもらう。 

(2)文京・白山地域のみならず東京のさまざまな場所で認知を深め、顧客を増やす。 

(3)『社会文化システム学科』といえば『エフラオ』となれるくらい認知度を高める。 

   さらに、固定客を獲得し、売り上げの安定化を図る。 

(4)イベント前に情報収集を行い、しっかりと準備をしてイベントに挑む。 

 

3.方法 

(1)今年度は新規のイベントを増やすことで、幅広い顧客を獲得し、また、より多くの人 

 に我々の活動について知ってもらう。 

(2)文京・白山地域でのイベントにも積極的に参加することで、地域の人との交流を深 

 め、我々の活動に継続的な関心をもってもらう。 

(3)固定客を増やすために、購入してもらった際に次のイベントの情報や通信販売がある 

   ことを伝える。 

(4)各イベントに関しては、事前にリサーチをしっかり行い、情報共有を心がける。 

 

4.年間スケジュール（仮） 

５月 
事業計画書、企画書作成 

イベント交渉 

６月 キックオフパーティー（学内販売）準備  

７月 
①キックオフパーティー（7/9 予定） 

②あかぎマルシェ【新規】 



5 

 

 

 

５，イベント候補 

①キックオフパーティー 

日時：７月 9 日（月）予定 

場所：東洋大学白山キャンパス６号館第三会議室 

内容：今年度の活動方針や昨年度の活動報告、支援品の発表、 

   製品の販売、コーヒーの試飲提供で我々のコーヒーの味を知ってもらい、学内で 

の認識を深める。 

売上目標：21.0kg 91,400 円 

 

②あかぎマルシェ【新規】 

日時：8 月 

場所：神楽坂 赤城神社 

内容：神社の境内にて、アクセサリー、雑貨、和小物、食品などの出店。 

   製品販売を通して、我々の活動に興味を持ってもらう。  

売上目標：1.6 ㎏ 7,200 円 

 

③アースデイ 2018～秋～in 町田シバヒロ【新規】 

日時：9 月 16 日（日)・9 月 17 日（月・祝)のいずれか 1 日 

場所：町田市 芝生広場 町田シバヒロ 

内容：オーガニック＆エコロジカルなライフスタイルを身近なものにし、自然と人との 

共生の意識がより毎日の暮らしに根付くようにという願いが込められたイベント。

製品またはドリンクの販売を通して、環境保全のような地球規模の問題に関心のあ

８月 夏合宿 

９月 
③アースデイ 2018～秋～in 町田シバヒロ（9/16 または 9/17）【新規】 

④テラデマルシェ 

10 月 

⑤小石川マルシェ 

⑥学生ボランティアとの合同販売会【新規】 

⑦太陽のマルシェ（10/13 または 10/14 予定）【新規】 

11 月 

⑧白山祭（11/3・11/4） 

⑨文京総合福祉センター祭り【新規】 

⑩文京博覧会（11/16・11/17) 

12 月 ⑪学内販売 
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る人々に、フェアトレード、我々のコーヒーや活動について広める。 

売上目標：1.8kg 8,200 円 

 

④テラデマルシェ 

日時：9 月 

場所：上野 宋雲院 

内容：お寺の室内外で、カフェや雑貨、ハンドメイド作品などの出店。 

   製品販売を通して、我々の活動に興味を持ってもらう。 

売上目標：2.4kg 10,600 円 

 

⑤小石川マルシェ 

日時：10 月 

場所：源覚寺・すずらん通り（文京区小石川二丁目）  

内容：「ちょっといい普段」「文京の玄関」をキャッチフレーズに活性化の場を 

   目指すマルシェ。ホットコーヒーと製品を通して、東洋大学のある文京 

   区の人々と交流を深め、人との繋がりを築けるようなイベントにする。    

売上目標：2.0kg 9,000 円 

 

⑥学生ボランティアとの合同販売会【新規】 

日時：10 月 

場所：東洋大学白山キャンパス内 

内容：東洋大学のボランティア系団体とフェアトレード商品の合同販売を行う。 

   また、他団体との交流を図り、お互いの活動について知ることで新たな知識や 

   情報を得られるイベントにする。 

売上目標：0.8kg 3,600 円 

 

⑦太陽のマルシェ【新規】 

日時：10 月 13 日（土)・10 月 14 日（日）のいずれか 1 日 

場所：月島第二児童公園 

内容：毎月第二土曜日・日曜日に開催される出店数 100 店舗の都市型マルシェ。 

   農家や専門店が出店する中で、製品販売またはドリンク販売を通して、 

   学生らしさをアピールしながら、より多くの人に我々の存在を知ってもらう。 

売上目標：3.6kg 16,000 円 
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⑧白山祭 

日時：11 月 3 日（土）・11 月 4 日（日） 

場所：東洋大学白山キャンパス 

内容：今までの活動報告と製品・ドリンク販売、 

   学内外の学生や地域の人々、外部からのさまざまな来場者に向けて交流を図り、

我々のコーヒーの味や活動について知ってもらう。 

売上目標：13.0kg 98,000 円 

 

⑨文京総合福祉センター祭り【新規】 

日時：11 月 

場所：文京区 文京総合福祉センター 

内容：製品の販売を通して、普段、文京総合福祉センターを利用している高齢者や障害 

   者、子どもたちや地域の人々との交流を図り、身近な大学である東洋大学の学生 

   の我々がどのような活動をしているかを分かりやすく伝え、関心を持ってもらい、

我々のコーヒーの美味しさも伝える。     

売上目標：1.2kg 5,200 円 

 

⑩文京博覧会 

日時：11 月 16 日（金）・17 日（土） 

場所：文京シビックセンター 

内容：製品販売とともに文京区の人々との地域交流を図る。高齢層が多いので、豆の 

   販売を増やし、それまでに学び得た活動や製品に対しての知識を活用できるような

イベントにする。 

売上目標：10.0kg 45,200 円 

 

⑪学内販売 

日時：12 月上旬 

場所：東洋大学白山キャンパス 6 号館第三会議室 

内容：製品の販売、コーヒーの試飲提供を行う。 

年度最後の販売会であり、2 年生を中心に学び得たことを活かし販売する。  

売上目標：13.9kg 63,100 円 

 

・イベント外販売 

売上目標：26.3 ㎏ 114,700 円 

 

・営業販売 
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売上目標：5.0 ㎏ 25,000 円 

 

 

 

6.新企画（仮） 

 今年度の新企画として、以下の企画を検討中である。 

 

   (1)他大学交流 

      概要：インターネットや SNS、他大学の学祭の参加でフェアトレードに関心のある 

        サークル、ゼミとコンタクトを取り、交流会を企画する。 

企画の理由：各々の団体がどのような目的でどのような活動をしているか、また活動して 

      いくにあたって何を工夫しているか話し合い、団体活動の在り方を学び合う 

      ため。 

   目的：ただ単に発表をしあうのではなく、合同販売の企画や活動のアドバイスを与 

      え合えるような関係を築きたい。 

 

   (2)接客マニュアル作成 

      概要：接客に関する基礎知識、ラオスやコーヒー、フェアトレードに関する基礎知 

            識、お客様からよく聞かれる質問などを分かりやすくまとめたものを作成す 

            る。 

企画の理由：販売会でお客様から受けた質問に答えられないという場面が多々起こってい 

      たため。毎年、初めてのイベントで困惑してしまう 2 年生にスムーズに接客 

      を行ってもらうため。商品を購入していただいたお客様にまた再度購入して 

      もらうための手段として、味はもちろんのこと、接客面でも良い印象を与え 

      ることで、固定客を増やし、売り上げを伸ばすことに繋がるため。 

   ・メリット…商品を説明することによって、私たち自身もエフラオのコーヒーのこ 

         とをよく理解できるようになる。売り上げ向上だけでなく、エフラオ 

         全体のイメージアップにも繋がる。 

   ・デメリット…マニュアル通りの接客になってしまうことが懸念される。内容をし 

          っかり覚えておかないと、マニュアルを見ながらの説明になってし 

          まう。 

 

   (3)ディスプレイ改良 

 

・ドリップのデモンストレーション 

   概要：販売台の上に、さらにドリップ台を置き、高さを出してドリップをしている 
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      様子をお客様から見やすいようにする。 

企画の理由：コーヒーの香りを立たせるだけでなく、ドリップしている様子を見せること 

      で注目してもらい集客効果を狙う。また、ドリンクを買われるお客様にとっ 

      てはドリップをしている様子を見せることは安心感にも繋がる。自分でコー 

      ヒーを淹れることになじみがない人には、コーヒーの美味しい淹れ方を知っ 

      てもらうこともでき、購買意欲を高める。 

 

・コーヒー農家さん紹介ポップ 

   概要：イベントで製品およびドリンクを販売する際、私たちがラオスのコーヒー農 

      家の方へ家計調査をしに行った時に撮った集合写真や農家さんの顔写真をポ 

      ップに加工しお客様に見てもらう。 

企画の理由：私たちが扱うコーヒー豆はどんな人がつくったものなのか、生産者の顔を明 

      確にすることで、お客様の親近感や安心感を得るため。また、私たちが実際 

      に生産者のもとへ訪れていることを知ってもらい、体験談なども交え、少し 

      でもフェアトレードに興味を持ってもらうため。 

 

(4)生協販売 

   概要：東洋大学の生協の中に販売ブースをつくらせてもらうよう交渉する。可能な 

      らば、期間限定で委託する。 

企画の理由：東洋大学では、年に学内販売会(二回）と白山祭で販売している。これに、 

      多くの学生が買い物をしている生協での販売も追加することで、集客を高め 

      るため。 
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ラオス班 企画書 

 

 

1.目的 

（1）コーヒー販売から得た利益によって、昨年に引き続き「読書普及促進活動」による

絵本の購入を行い、今年から新たに「学習意欲向上活動」のための支援品、教員用マニュ

アル、ポスターを作成し、それらをコーヒー生産地域の 4 つの小学校に贈呈する。 

（2）また、当団体と深い関わりのあるラオスに関する知識を、消費者をはじめとした多

くの人に知ってもらうことを目的とする。 

 

2.目標 

（1）「学習意欲向上活動」に向け都内の小学校を訪問し、授業見学を行うことで教育に関

する知識を深める。 

（2）製品を購入してくださる消費者など外部の方にもラオスについて知ってもらえるよ

うラオス班通信を作成し、販売会等で配布することでラオスに関する情報を発信する。 

（3）ラオススタディーツアーのワークショップの内容を計画、実行する。 

 

3.実施計画 

【前期】 

4 月  

・1 年間の事業計画を考える 

5 月 

・特定非営利活動法人「ラオスのこども」訪問 

・文京区内の小学校を訪問および授業を見学 

・支援品作成に関する検討 

6 月 

・キックオフパーティにて展示するポスターを作成(内容検討中) 

・キックオフパーティで行う発表内容の検討 

7 月 

・キックオフパーティにてポスターを展示 

・支援品の全体像を決定 

・ラオススタディーツアーのワークショップ内容の検討 
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【夏休み中】 

・合宿時に行う発表資料の作成 

・支援品に使う材料の選定 

 

 【後期】 

9 月  

・支援品の作成を開始 

10 月 

・教員用マニュアルの内容検討 

・ラオススタディツアーのワークショップ内容検討 

11 月 

・白山祭にて絵本を展示 

・ラオススタディツアーのワークショップ内容決定 

・教員用マニュアルの内容決定 

・支援品の作成完了 

12 月 

・ラオススタディツアーのワークショップの予行練習 

・支援品の最終確認 

 

（1）ラオス班通信【継続】 

①ラオスについて多くの人に知ってもらうことを目的とする。 

②内容はラオスの基本情報（昨年度作成）からラオスでの実体験など様々な情報を発信

する。 

③キックオフパーティ以降、イベントの際にコーヒーを購入して下さったお客様へ配

布する。 

④広報班と連携し、ホームページへ掲載する。 

 

（2）支援品：絵本【継続】 

①特定非営利法人「ラオスのこども」より購入（絵本 1 冊 750 円～） 

②絵本の冊数：1 つの小学校に 5～10 冊×4 校 

③予算：750[円]×40[冊]＝30,000[円] 
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（3）支援品：すごろく【新規】 

①誰もが遊びながら知識を習得・学習でき、学習意欲を向上させることを目標とする。 

②すごろくの内容（以下 3 点） 

・お金を扱うマス…お金に関する計算力の習得（算数） 

・ラオスの地形を使用…地名、地理の学習（社会：私たちの身の回り） 

・特産物のカード…ラオスに関する教養の習得（社会：私たちの身の回り） 

③予算（1 校に 1～2 個×4 校） 

・15,000[円]×4[校]＝60,000[円] 

 

（左 https://mamanoko.jp/articles/28021#2368451 2017/05/03 閲覧） 

 

④ポスターについて 

・上記にあるすごろくの使い方などを分かりやすくまとめたものを作成する。 

・予算 1,000[円]（1 校に 1 枚ずつ） 

 

（4）教員用マニュアル 

①すごろくを使った指導方法についての教員用マニュアル 

②映像マニュアル(DVD、VCD)も作成する。 

③マニュアル・映像マニュアルの数 

4 つの小学校にマニュアルと映像マニュアル 1 セットずつ配布する。 

④予算 5,000 円 

 

（5）ラオススタディーツアーワークショップについて 

①すごろくを用いたワークショップを開催する。 

②すごろくをチーム戦などで実際に行い、すごろくの楽しさを知ってもらうことを目

標とする。 

 

 

https://mamanoko.jp/articles/28021#2368451
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（6）日本の小学校訪問（新規） 

①目的：日本の小学校でどのように生徒たちを指導しているのかを知る。 

(生徒のひきつけ方、まとめ方、理解度の差への対応など) 

②小学校訪問をして知ったことを支援品やワークショップに活かす。 

 

（7）予算 

①絵本：750[円]×40[冊]＝30,000[円] 

②すごろく：15,000[円]×4[校]＝60,000[円] 

③ポスター：250[円]×4[枚]＝1,000[円] 

④教員用マニュアル(紙、DVD、VCD)：1,250[円]×4[セット]＝5,000[円] 

計 96,000 円 
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広報班 企画書 

 

 

1.目的 

（1）ラオスの現状やフェアトレード、ラオス産コーヒーに関する情報をインターネットや紙

媒体で発信し、当団体の活動を通して、より多くの人に「フェアトレード」を知ってもらい、

興味を持ってもらう。 

 

（2）当団体の PR 活動として、団体活動の様子や出店イベント情報などを発信し、製品の販

売を促進する。 

 

2.目標 

（1）昨年度から継続し、フライヤーやリーフレットを再編し、常により効果的な広報活動を

実行する。 

 

（2）昨年度はブックレット1の作成を優先したため、インフォグラフィックス２やビデオグラ

フィックスを作成できなかった。今年度は昨年度未達成のインフォグラフィックスに改めて挑

戦し、具体的な内容は未定だがラオスについて説明することを目標とする。 

 

（3）団体ホームページのリニューアルや SNS の活性化を行い、当団体に興味を持ってくれて

いる人が飽きないような広報を行う。 

 

3.広報の方法 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                      

1 当団体の活動や製品、ラオスの教育事情についてお客様に詳しく説明するための小冊子。 

2 情報やデータ、知識を視覚的に表現したもの。 
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（1）チラシ（フライヤー）＆ポスター【継続】 

①【概要】 

・学内・外販売や報告会等のイベントを告知する。チラシはゼミや授業等で配る。 

・ポスターは 6 号館入り口エスカレーター前や 6 号館内等に掲示する。 

②【目的】 

・当団体の活動を知ってもらい、イベントに足を運んでもらう。 

③【対象者】 

東洋大学生、教授、東洋大学で働く事務員、来校者。 

 

（2）リーフレット【継続】 

①【概要】 

・当団体の活動を中心に、製品情報やラオスに関する情報を掲載する。イベントに来てくれ

た人に配布する。 

②【目的】 

・イベント来場者に当団体の活動、ラオスの現状、フェアトレードを知ってもらう。 

③【対象者】 

イベント来場者。 

 

（3）SNS【継続＆新規】 

Twitter 

【継続】 

【概要】 

毎週金曜日に活動報告、イベント前には告知を行う。 

【目的】 

(1)多くの方々に当団体の活動、ラオス、コーヒー、フェアトレードについて

知ってもらう。 

(2)Twitter 閲覧者へイベントの来場を促す。 

【対象者】 

本校を含む学生、フェアトレード団体等、Twitter 利用者。 

【強み】 

(1)気軽に投稿がしやすい。 

(2)「リツイート」や「いいね」による拡散力が高い。 

Facebook 

【継続】 

【概要】 

(1)イベントの告知や報告を主に行う。 

(2)活動写真の他に、スタディーツアーでの写真を不定期に投稿していく。 

【目的】 

(1)Facebook 閲覧者へ当団体のイベントの告知を発信する。 

(2)Facebook 閲覧者へイベントの来場を促す。 
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(3)ラオス人との関係強化。 

【強み】 

(1)イベントなどの宣伝が出来るコンテンツが充実している。 

(2)低予算で宣伝が可能。 

Instagram

【新規】 

 

【概要】 

普段の活動の様子や過去に発表で使用したスライド、動画を投稿していく。 

【目的】 

(1)ラオスやコーヒー、フェアトレードに興味を持つ関係者をフォローするこ

とで、当団体を気軽に知ってもらう。 

(2)メッセージを送信し、新たな交流作りや情報交換をすることで、販売の機

会を増やす。 

【対象者】 

本校を含む学生。ラオスやコーヒー、フェアトレード関係者。Instagram 利

用者。 

【強み】 

(1)上記 2 つに比べ、写真を多く載せやすい。 

(2)簡単に連続での動画投稿が可能。 

 

（4）ホームページ 

①【概要】 

・団体紹介、フェアトレードに関する情報を他の SNS よりも詳細にまとめ、掲載する。 

・Facebook と同様にイベントの告知と報告も発信する。 

②【目的】 

・当団体の活動、ラオスの現状、フェアトレードの概要をより詳しく知ってもらい、興味を

深めてもらう。 

・ウェブサイトでの集客を強める。 

③【対象者】 

インターネット利用者。 

 

（5）動画 

①【概要】 

・当団体の国内活動を紹介する動画。 

・スタディーツアーにおける国外活動を紹介する動画。 

・これまでに当団体が寄贈してきた支援品を紹介する動画。 

以上の 3点は作成済みの為、手直しが出来次第キックオフやその他 SNS にて公開予定。 
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②【目的】 

・ 国内における当団体の活動や製品をイベントの来客者に理解してもらう。 

・イベント時にスクリーンに投影し、昨年度のスタディーツアーの様子を知ってもらう。 

・当団体がこれまでに寄贈した支援品について知ってもらう。 

 

③【対象者】 

イベント来場者、SNS 閲覧者、インターネット利用者。 

 

4.インフォグラフィックス制作企画 

（1）【概要】 

ラオスについての情報をインフォグラフィックス化することで、言葉で説明するだけでは伝

わらない知識を見やすく伝える。 

（2）【目的】 

ラオスについての理解を深めてもらう。静止画としてのインフォグラフィックスを作成した

後、最終的には動画化を目指す。 

 

①インフォグラフィックスの利点 

・ インフォグラフィックスは、通常のテキストや数値、グラフのみの調査レポートと比較する

と、難しい内容を多くの人に伝えやすく、また印象に残すことができる。 

・ 様々なデータを紹介することができるため、説得力をもって表現することが可能である。 

・PC やタブレット、モバイルなど様々な媒体で見やすい。 

 

②公開方法 

・FLAO の全ての SNS にて公開予定。7 月までには少なくとも数本作成し、可能であれば 11

月に行われる白山祭までに 1 本の動画に仕上げる。 

 

③参考データ 

インフォグラフィックスを作成するにあたり、以下のデータを使用する予定。 

・ FLAO の過去調査データ（家計調査、個人研究など） 

・ インフォグラフィックス制作に関する書籍 

・ ラオス関係書籍、論文 

・ ラオス班による調査データ 
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5．スケジュール 

5 月 HP、Twitter、Facebook、Instagram の役割を明確化。定期的に更新。 

国内活動・スタディーツアー・支援品紹介の動画の手直しを開始。 

事業計画書の作成。 

6 月 2018 年度版のリーフレット作成。 

キックオフパーティー用のフライヤー作成。 

キックオフパーティー用インフォグラフィックス作成。 

7 月  

8 月  

9 月  

10 月 白山祭出店告知のフライヤー作成。 

11 月 インフォグラフィックスの映像完成。 

12 月  

１月 スタディーツアーの報告をインターネット上に更新。 

※キックオフパーティー、白山祭以外のイベントは暫定であるため、スケジュールには記載し

ていない(イベントの詳細はイベント班の事業計画書参照)。 

イベント告知に使用するフライヤー等は、各イベントの 2 週間前までに作成。 

夏季休暇中に、インフォグラフィックスの作成本数次第で映像制作に取り掛かる予定。 

 

 


